
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歳入総額は、前年度決算に比べ約 50 億円減少しています。主な増減項目としては、市税が約 2 億円増加した

ものの、市債が約 26 億円、国庫支出金が約 17 億円減少しています。 

主な増加内容は、市税について、個人市民税や固定資産税の増加があげられます。 

一方、主な減少内容は、市債については、庁舎整備事業債、学校施設整備事業債がそれぞれ減少したことがあ

げられます。また、国庫支出金について、非課税世帯等臨時給付金事業の補助金の減少があげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

114億9554万円 113億2111万円

26億0539万円 27億0299万円

61億8925万円 61億5569万円

5億3035万円 5億0005万円
91億1060万円 108億0057万円

27億9309万円
27億6988万円

7億8072万円

11億5284万円30億2404万円
56億7384万円

16億3390万円

20億6033万円
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300億0000万円

350億0000万円

400億0000万円

450億0000万円

500億0000万円

R4 R3

歳入R3.R4決算額比較

市税 譲与税・各種交付金 地方交付税

使用料・手数料、分担金・負担金 国庫支出金 府支出金

繰入金 市債 その他

431億3730万円381億6288万円

歳入歳出決算額推移 

歳入について 

令和 4 年度は新庁舎整備に対する地方債の減少が、歳入総額

の減少につながっているんだね～。歳入の確保には市税や使

用料・手数料など、国や府に依存しない財源が大切になって

くるね。 



 

 

 

 
 

 歳出総額は、前年度決算に比べ約 52 億円減少しています。主な増減項目としては、消防費が約 3 億円増加し

たものの、総務費が約 21 億円、民生費が約 6 億円減少しています。 

 主な増加内容は、消防費については、新庁舎防災設備構築事業や避難所空調設備整備事業の増加があげられ

ます。 

 一方、主な減少内容は、総務費について、新庁舎整備事業が減少したことがあげられます。また、民生費に

ついては非課税世帯等臨時特別給付金事業が減少したことがあげられます。 

 

 

 

 

 

 

2億5058万円 2億5147万円53億9266万円 75億2252万円

174億8254万円
181億1593万円

35億2737万円
37億5093万円29億3581万円

33億8746万円13億0531万円

9億5714万円32億0292万円

34億4623万円26億0101万円

25億1823万円9億7702万円
29億4431万円
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R4 R3

歳出R3.R4決算額比較

議会費 総務費 民生費 衛生費 土木費 消防費 教育費 公債費 その他

376億7522万円 428億9422万円

歳出について 

民生費が大きな割合を占めているんだね～。これからも少子

高齢化が予想されるから、高齢者福祉や医療などにますます

必要になっていくね～。 


